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伺
う
。

市
長　

生
産
緑
地
の
買
い
取
り

申
し
出
時
期
を　

年
延
長
す
る

１０

特
定
生
産
緑
地
制
度
が
創
設
さ

れ
た
。
高
い
技
術
力
を
有
す
る

わ
が
市
の
農
業
は
市
の
魅
力
で

あ
り
、
多
面
的
な
機
能
を
有
す

る
都
市
農
業
の
保
全
と
い
っ
た

観
点
か
ら
も
、
生
産
緑
地
を
所

有
す
る
農
業
者
に
制
度
を
十
分

理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
ま
ず
は
周
知
に
取
り
組

み
た
い
。

　

ま
た
、
東
久
留
米
市
農
業
振

興
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た

８
つ
の
重
点
事
業
を
中
心
に
、

都
市
農
業
の
支
援
お
よ
び
活
性

化
に
つ
い
て
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
。

 

将
来
に
向
け
た
魅
力 

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
！

質
問 
任
期
２
期
目
で
目
指
す

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
抱
負
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　

わ
が
市
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
は
、
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
る
。
今
後
も
厳
し
い
財
政

状
況
は
続
く
と
考
え
て
い
る
が
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
で
き
る
、

さ
ら
に
成
長
し
発
展
で
き
る
市

政
運
営
に
向
け
て
は
、
こ
れ
を

支
え
る
た
め
の
健
全
な
財
政
運

営
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
を
大
切
に

し
、
不
断
の
行
財
政
改
革
を
進

め
な
が
ら
も
、
地
域
の
活
性
化

を
図
り
、
ま
ち
の
魅
力
を
高
め

て
い
く
取
り
組
み
に
力
を
注
い

で
い
く
。

　

誰
も
が
生
涯
現
役
で
活
躍
で

き
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
「
夢
と
希
望
の
持
て
る

元
気
な
ま
ち
」
を
目
指
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
歩
ん
で
い
く
。

質
問 
教
育
部
門
の
目
玉
施
策

で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長　
　

年
度
に
東
京
都
公
立

２９

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
地

域
整
備
支
援
事
業
を
活
用
し
、

第
七
小
、
本
村
小
、
東
中
を
モ

デ
ル
校
と
し
て
電
子
黒
板
、
実

物
投
影
機
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

等
を
導
入
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
よ
る
教
育
効
果

に
鑑
み
、
全
小
・
中
学
校
の
パ

ソ
コ
ン
室
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

と
キ
ー
ボ
ー
ド
、
電
子
黒
板
等

の
整
備
に
切
り
替
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
と

自
民
ク
ラ

自
民
ク
ラ
ブブ
し
て
い
る
。

質
問 
都
市
交
通
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
し
、
交
通
利
便
性
を
高
め

る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
が
、
交

通
弱
者
へ
の
対
応
も
必
要
で
あ

る
。
当
市
に
お
け
る
取
り
組
み

を
伺
う
。

市
長　

厳
し
い
財
政
状
況
に
鑑

み
、
財
政
負
担
と
サ
ー
ビ
ス
水

準
と
の
均
衡
を
視
点
に
、
デ
マ

ン
ド
型
交
通
方
式
の
導
入
に
つ

い
て
、
交
通
事
業
者
と
制
度
設

計
に
向
け
て
調
整
を
進
め
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
り
、

時
間
を
要
し
て
い
る
が
、　

年
３０

度
中
を
目
途
に
制
度
設
計
を
取

り
ま
と
め
て
い
く
。

質
問 
生
産
緑
地
制
度
の
改
正

を
見
据
え
た
都
市
農
業
の
支
援

お
よ
び
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

 

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
課
題

解
決
へ
の
取
り
組
み
を

質
問 
地
方
創
生
推
進
交
付
金

等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
子
育

て
施
策
を
中
心
に
課
題
の
解
決

を
図
っ
て
き
た
こ
と
は
、
高
く

評
価
す
る
。
そ
の
中
の
一
つ
、

産
・
官
・
学
連
携
に
よ
る
新
児

童
館
で
の
事
業
概
要
と
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　

新
児
童
館
で
は
、
勉
強

や
多
文
化
交
流
、
食
育
な
ど
の

学
び
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
児
童
館
事
業
と
し

て
行
う
と
と
も
に
、
現
在
、
フ

ー
ド
ロ
ス
食
品
を
活
用
し
た
事

業
を
実
施
す
る
た
め
、
関
係
機

関
と
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
産
・
官
・
学
連
携
に

よ
る
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
は
、

国
や
都
の
交
付
金
に
よ
り
、　
２８

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
、
約
１

３０

億
４
５
０
０
万
円
の
財
政
支
援

を
受
け
て
い
る
。
一
般
財
源
を

補
う
も
の
と
し
て
、
今
後
も
活

用
し
て
い
き
た
い
。

質
問 
将
来
に
わ
た
る
公
共
施

設
の
維
持
管
理
に　

億
円
余
り

６２４

が
か
か
る
と
の
試
算
が
昨
年
度

示
さ
れ
た
が
、
本
市
に
お
い
て

多
大
な
経
費
を
か
け
て
い
く
こ

と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
の

認
識
を
持
つ
。
今
後
、
経
費
の

節
減
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
、
複
合
化
や
適
正
配
置

の
検
討
を
求
め
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

市
長　

現
有
施
設
の
需
要
の
状

況
や
施
設
の
耐
用
年
数
等
を
踏

ま
え
、
施
設
の
集
約
化
や
複
合

化
、
さ
ら
に
は
民
間
サ
ー
ビ
ス

へ
の
転
換
な
ど
に
つ
い
て
長
期

的
な
視
点
を
持
っ
て
進
め
て
い

く
。

質
問 
地
域
区
分
や
級
地
区
分

の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

伺
う
。

市
長　

社
会
保
障
制
度
に
お
け

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
係
る
報
酬

公

明

公

明
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等
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
級

地
区
分
を
基
に
し
た
地
域
区
分

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の

人
口
構
造
や
都
市
事
情
等
は
近

隣
市
と
類
似
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
近
隣
市
と
比
べ
著

し
く
低
い
級
地
区
分
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
経
過
措
置
等
が
講

じ
ら
れ
、
近
隣
市
と
同
程
度
と

な
る
支
給
割
合
ま
で
高
め
る
地

域
区
分
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
上
乗
せ
分

の
一
般
財
源
負
担
も
発
生
し
、

社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
と

と
も
に
、
そ
の
負
担
が
年
々
重

く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

国
や
都
へ
本
市
に
特
化
し
た
課

題
や
そ
の
影
響
に
よ
る
窮
状
を

申
し
伝
え
、
近
隣
市
と
同
程
度

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
た
め
の
支
援
等
を
求
め
て

き
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、

お
願
い
し
て
い
く
。

 

連
続
値
上
げ
実
施
で

市
民
生
活
が
犠
牲
に

質
問 
 
国
保
税
の
子
ど
も
の

均
等
割
負
担
軽
減
を
東
京
都
が

実
施
す
る
こ
と
、
ま
た
、
第
２

子
以
降
の
均
等
割
減
免
を
市
が

実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

市
長　

均
等
割
額
は
、
地
方
税

法
の
規
定
に
の
っ
と
り
、
賦
課

し
て
い
る
。
国
の
責
任
に
お
い

て
法
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

市
長
会
等
を
通
じ
、
東
京
都
へ

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

質
問 
 
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
、
わ
が
市
は
高
額
所
得
階
層

の
負
担
が
低
く
抑
え
ら
れ
、
中

・
低
所
得
階
層
の
負
担
が
重
く

な
っ
て
お
り
、
是
正
を
強
く
求

め
る
。

市
長　

第
７
期
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お

い
て
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金

を
４
億
１
２
０
０
万
円
投
入
し

て
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

同
時
に
所
得
段
階
を
１
段
階
増

日
本
共
産

日
本
共
産
党党

や
す
改
定
も
行
っ
た
。

質
問 
家
庭
ご
み
有
料
袋
の
早

急
な
引
き
下
げ
実
施
と
、
高
齢

者
な
ど
ご
み
出
し
困
難
者
へ
の

支
援
、
ふ
れ
あ
い
収
集
の
早
急

な
検
討
を
求
め
、
見
解
を
伺
う
。

市
長　

家
庭
ご
み
有
料
化
の
制

度
見
直
し
に
つ
い
て
は
、「
一

般
廃
棄
物
処
理
有
料
化
の
手
引

き
」
に
基
づ
き
、
検
証
・
点
検

・
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
中

で
検
討
し
て
い
く
。

　

ふ
れ
あ
い
収
集
に
つ
い
て
は
、

先
進
市
等
の
事
例
を
参
考
に
検

討
し
て
い
く
。

質
問 
 
「
市
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

施
設
整
備
・
運
営
及
び
提
供
体

制
に
関
す
る
実
施
計
画
」
の
抜

本
的
な
見
直
し
を
求
め
る
。

市
長　

施
設
の
老
朽
化
の
程
度

な
ど
を
踏
ま
え
、
市
立
保
育
園

を
閉
園
し
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
へ

の
転
換
を
図
る
考
え
に
基
づ
き

進
め
て
い
く
。

質
問 
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
早
期
実
現
を
求
め
る
。

市
長　

取
り
組
む
考
え
は
な
い
。

質
問 
 
南
沢
湧
水
群
や
竹
林

公
園
な
ど
の
貴
重
な
湧
水
・
緑

を
縦
断
す
る
都
市
計
画
道
路
を

市
民
参
加
で
見
直
す
こ
と
を
求

め
る
。
ま
た
、
単
年
度
に
複
数

の
路
線
が
重
複
し
な
い
よ
う
配

慮
が
重
要
。

市
長　

第
四
次
事
業
化
計
画
に

基
づ
き
、
現
在
進
め
て
い
る
都

市
計
画
道
路
の
整
備
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
、
計
画
的
・
効
果

的
に
未
整
備
区
間
の
事
業
化
に

向
け
て
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

 
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・ 

ビ
ル
ド
で
未
来
へ
の
投
資
を

質
問 
保
育
園
の
待
機
児
解
消

に
つ
い
て
、　

年
度
に
量
の
見

３０

込
み
に
対
す
る
提
供
体
制
は
確

保
で
き
る
と
あ
る
が
、
本
当
に

待
機
児
の
解
消
は
で
き
る
の
か

伺
う
。

市
長　

平
成　

年
４
月
の
待
機

３０

市
議
会
民
進

市
議
会
民
進
党党

児
数
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は

状
況
を
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

質
問 
学
童
保
育
所
と
放
課
後

子
供
教
室
の
効
率
的
な
運
営
方

法
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
が
、

民
間
委
託
の
可
能
性
も
含
め
、

ど
の
よ
う
な
も
の
を
検
討
す
る

の
か
伺
う
。

市
長　
　

年
度
に
関
係
部
署
で

２９

構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
し
て
、
学
童
保
育
所

と
放
課
後
子
供
教
室
の
運
営
体

制
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
進

め
て
い
る
。
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
が
抱
え
る
課
題
の
整
理

や
他
の
自
治
体
へ
の
視
察
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
、
こ

れ
ら
を
整
理
し
た
上
で
、
一
定

の
方
向
性
を
示
し
て
い
き
た
い
。

質
問 
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
状
況
と
地

域
と
の
具
体
的
な
連
携
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

市
長　

検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
医
療
関
係
者
、
介
護
関
係

者
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

行
政
が
連
携
し
て
、
認
知
症
や

そ
の
家
族
を
支
援
し
て
い
く
体

制
構
築
の
検
討
を
し
て
い
る
。

　

年
度
か
ら
、
東
久
留
米
市
医

２９師
会
の
協
力
の
も
と
、
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
活
動

を
実
際
に
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

質
問 
施
設
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
に
当
た
り
、
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
黒
字
化
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
考
え
は
あ
る

の
か
伺
う
。

市
長　

施
設
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
推
進
を
考
慮
し
、
普
通
建
設

事
業
債
の
発
行
に
当
た
っ
て
は
、

過
度
の
後
年
度
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
十
分
に
配
慮
し
つ
つ
、

原
則
と
し
て　

億
円
を
上
回
ら

１０

な
い
範
囲
で
活
用
し
て
い
く
。

 

必
要
な
人
員
を
確
保
し
、 

市
民
福
祉
の
向
上
を

質
問 
健
全
な
財
政
運
営
と
持

続
的
成
長
も
大
切
で
あ
る
が
、

行
政
に
は
市
民
福
祉
の
向
上
に

対
す
る
責
務
が
あ
る
。
市
長
の

見
解
は
。

市
長　

住
民
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
地

域
に
お
け
る
行
政
を
自
主
的
か

つ
総
合
的
に
実
施
す
る
役
割
を

果
た
す
べ
く
、
市
長
と
し
て
市

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問 
係
長
の
欠
員
な
ど
、
わ

が
市
の
職
員
体
制
は
非
常
に
厳

し
い
が
、
定
員
管
理
に
つ
い
て

言
及
し
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念

で
あ
る
。
必
要
な
人
員
確
保
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
長　

定
員
管
理
の
適
正
化
に

つ
い
て
は
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
上
げ
る
簡
素
で
効

率
的
な
組
織
体
制
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
職
員
体
制
は

厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
一
方

で
、
本
市
の
財
政
状
況
も
依
然

厳
し
く
、
経
常
経
費
で
あ
る
人

件
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

質
問 
中
央
図
書
館
へ
の
指
定

管
理
者
導
入
に
よ
る
財
政
的
な

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
懐
疑
的

で
あ
る
。
改
め
て
財
政
見
通
し

を
示
す
べ
き
で
は
。

市
長　

教
育
委
員
会
は
、
今
後

の
東
久
留
米
市
立
図
書
館
の
運

営
方
針
に
お
い
て
試
算
を
行
っ

て
お
り
、
改
め
て
行
う
考
え
は

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

質
問 
（
仮
称
）男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
の
制
定
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
長　

平
成　

年
４
月
よ
り
ス

２９

タ
ー
ト
し
た
東
久
留
米
市
第
３

次
男
女
平
等
推
進
プ
ラ
ン
の
中

に
、
条
例
の
研
究
を
示
し
て
い

る
。
担
当
部
に
お
い
て
、
条
例

を
制
定
し
て
い
る
団
体
の
状
況

な
ど
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ムム

　

並
木
市
長
は
、
３
月
３
日
、
任
期
４
年
間
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
所
信
表
明
演
説
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
各
会
派
の
代
表
が
質
問
を
行
い
、
市
政
や
市
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　

な
お
、
所
信
表
明
の
概
要
は
広
報
ひ
が
し
く
る
め
（
３
月　

日
号
）
に
、
全
文
は
東
久
留
米

１５

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

４月１日開館の子どもセンターあおぞら（前沢四丁目）


